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平成 24 年２月

ＦＥＢＲＵＡＲＹ

勇敢な行動を披露
　1 月 8日、平成 24 年長島町消防出
初式が行われ、あおい幼稚園幼年消防
クラブの園児らが規律正しい観

かんえつ

閲を披
露し、会場からたくさんの拍手が送ら
れました。
◎関連記事＝Ｐ３



長
島
町
議
会
新
議
長
に
小
川
武
男
氏
、

副
議
長
に
植
元
敏
光
氏
が
就
任

　

１
月
20
日
、
平
成
24
年
第
1
回
長
島
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
濵
上
實
則
議
会
議
長
の
死
去
に

伴
う
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
の
結
果
、
議
長
に
前
副
議
長
の
小
川
武
男
氏
が
、
副
議
長
に
植
元
敏
光
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
長
で
も
あ
っ
た
小
川
議
長
は
同
委
員
会
を
辞
任
し
、
同
委
員
長
に
は
植
元

副
議
長
が
就
き
ま
し
た
。

長島町議会議長
小川武男（56）

　

１
月
の
議
会
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
町
議
会
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

と
も
に
、
責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　

議
会
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
調
査
、
研
修
、
研
鑽
を
重
ね
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
公
正
、
か
つ
厳
粛
に
受
け
止
め
、
議
会
と
し
て

の
責
務
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
長
よ
り
提
案
さ
れ
る
議
案
等
に
対
し
て
は
、
是
々

非
々
の
姿
勢
で
臨
み
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
機
能
を

十
分
発
揮
さ
せ
、
運
営
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島
町
議
会
議
長　

小
川　

武
男

長島町議会副議長
植元敏光（70）

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

議長、副議長の紹介

新生長島町誕生に尽力
濵上實則議会議長ご逝去

故　濵上實則議会議長

　

濵
上
實
則
議
会
議
長
が
１
月
14
日
、
入
院
先

の
阿
久
根
市
民
病
院
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

濵
上
實
則
議
会
議
長
は
、
昭
和
62
年
５
月
か

ら
東
町
議
会
議
員
と
し
て
初
当
選
後
、
現
在
ま

で
通
算
24
年
８
カ
月
間
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
、
平
成
17
年
３
月
に
は
東
町
議

会
議
長
に
就
き
、
平
成
18
年
3
月
の
新
生
長
島

町
誕
生
の
際
に
は
熱
意
と
決
意
を
持
っ
て
尽
力

さ
れ
、
合
併
後
も
長
島
町
議
会
議
長
と
し
て
本

町
の
地
方
自
治
の
振
興
な
ら
び
に
町
勢
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
月
16
日
、
本
町
に
あ
る
葬
儀
場
で
告
別
式

が
行
わ
れ
、
同
日
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
た
た

え
川
添
健
長
島
町
長
か
ら
追
悼
の
言
葉
が
捧
げ

ら
れ
、
長
島
町
表
彰
規
則
に
基
づ
き
自
治
功
労

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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町の安心安全を願う
平成24 年長島町消防出初式

　

新
春
恒
例
の
長
島
町
消
防
出
初

式
が
１
月
８
日
、
長
島
町
鷹
巣
運

動
場
で
開
催
さ
れ
、
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
消
防
団
員
や
町
分

遣
所
職
員
な
ど
約
４
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

式
は
、
長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
生
演
奏
に
よ
る
観
閲
行
進
に
始

ま
り
、
消
防
団
員
ら
が
小
隊
訓
練

な
ど
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披

露
し
、
消
防
功
労
者
や
防
火
・
防

災
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
蔵
之
元
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
に
よ
る
通
常
点
検
や
、
東

保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る

「
防
火
の
誓
い
」
が
立
派
に
披
露

さ
れ
、
観
客
席
か
ら
た
く
さ
ん
の

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
分
団
対
抗
で

標
的
目
掛
け
て
放
水
し
、
日
章
旗

が
揚
が
る
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
う

放
水
競
技
が
行
わ
れ
、
優
勝
は
川

床
分
団
、
準
優
勝
は
中
央
分
団
、

3
位
は
獅
子
島
分
団
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
会
場

で
は
一
斉
放
水
も
行
わ
れ
、
晴
天

の
下
き
れ
い
な
放
水
の
ア
ー
チ
が

描
か
れ
ま
し
た
。

　

消
防
表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

②

③

④
①

⑤⑥⑦⑧

①式典終了後に行われた一斉放水
②会場の鷹巣運動場に入場する消防団員ら
③一同に整列する長島町消防団
④各消防団による通常点検および機械器具点検
⑤蔵之元少年消防クラブによる通常点検
⑥東保育園幼年消防クラブによる「防火の誓い」
⑦功績賞（20 年）を受ける脇田増光平尾分団長
⑧各分団で順位を争う放水競技

◆長島町長感謝状贈呈
　（永年勤続婦人：15 年勤続）
　中川美小恵　　築地　智子
　鶴長　妙子　　橋元　昭代
　吉武香代子　　原　　由美
　西薗　敦子
◆鹿児島県消防協会総裁表彰
　（功績章：20 年）
　脇田　増光　　大川　啓二
◆鹿児島県知事表彰
　（勤続章：10 年）
　阿多　和徳　　永岡　久利
　赤崎　隆幸　　柏木　義郎
　松岡　和也　　池田　和彦
　梅川　俊春　　宮脇　　豊
　町田　清浩　　濵田　俊文
　中村　一志　　山口　博之
　山下　幸博　　白石謙志郎
　倉田　常人　　鳥越　崇司
　藤川　哲也　　登尾　智徳
　酒井　良則　　竹山幸一郎

◆消防協会出水支部表彰
　（永年勤続：15 年）
　福守　一浩　　築地　隆弘
　中川　　正　　鶴長　伸也
　橋元　健吾　　迫口　信二
　大田　　貢　　吉武　政人
　原　　真一　　長嵜　雄一
　西薗　文夫
◆消防協会出水支部表彰
　（永年勤続：10 年）
　赤崎　隆幸　　柏木　義郎
　中村　一志　　白石謙志郎
　山下　幸博　　山口　博之
　竹山幸一郎　　酒井　良則
　江口　寿樹　　中村　雅洋
◆長島町長表彰
　（永年勤続：10 年）
　江口　寿樹　　中村　雅洋

◆長島町消防団長表彰　
　（優良団員：7 年）
　上野　智博　　中野　定博
　瀬嵜　賢治　　浦上　　剛
　内田　秋宏　　鈴木　一平
　竹之内信一郎　　生田　俊祐
　山角　伸二　　南條　　忠
　米尾　定固　　敷根　隆貴
　宮内　盛男　　小屋　昭彦
　野中　和博　　宮脇　徳仁
　馬場　雅利　　江口　尚紀
　竹之内義久　　楠元　祐樹
　岩下　　光　　大迫　喜紀
　坪久田　誠　　梅田　正文
　宮瀬　慶和　　濵田　泰介
　脇田　裕樹　　大平　浩樹
　米尾　　豊　　竹山　隆二
　篠原　和博　　坂元　大輔
　尾﨑　洋光

3 広 報 な が し ま



グランプリ作品
　　　　「桜の咲く頃」

　

長
島
町
の
Ｐ
Ｒ
促
進
を
図
る
た

め
、
本
町
の
風
景
や
歴
史
、
文
化
、

イ
ベ
ン
ト
、
ツ
ル
の
北
帰
行
を
題

材
に
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
、
平
成
22
年
12
月
１
日
か

ら
平
成
23
年
11
月
30
日
ま
で
作
品

を
募
集
し
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
12
月
26
日
に
実
施

さ
れ
、
１
月
19
日
、
入
賞
作
品
の

表
彰
式
が
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン

プ
リ
と
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ

た
３
人
が
会
場
に
訪
れ
、
川
添
健

長
島
町
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
総
数
１
９
３
点
の
応
募
が
あ

り
、
グ
ラ
ン
プ
リ
１
作
品
、
準
グ

ラ
ン
プ
リ
２
作
品
、
入
選
17
作
品

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
に

は
、
本
町
の
風
景
や
イ
ベ
ン
ト
、

産
業
な
ど
が
お
さ
め
ら
れ
た
作
品

が
多
数
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
春
の
夕
暮

れ
時
、
伊
唐
大
橋
と
満
開
の
桜
を

組
み
合
わ
せ
た
木
之
元
俊
久
さ
ん

（
薩
摩
川
内
市
）
の
「
桜
の
咲
く
頃
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
審
査
委
員
は

「
満
月
で
照
ら
さ
れ
た
淡
い
光
で
桜

の
花
を
と
ら
え
、
そ
の
先
に
あ
る

「長島フォトコンテスト」結果発表
NAGASHIMA  Photo Contest

【グランプリ】
桜の咲く頃　　木之元　俊久（薩摩川内市）

4Nagashima town Public Relations



伊
唐
大
橋
の
光
も
実
に
う
ま
く
と

ら
え
た
作
品
」
と
講
評
。
木
之
元

さ
ん
は
「
今
回
の
作
品
は
フ
ラ
ッ

シ
ュ
の
使
い
か
た
な
ど
工
夫
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ
の
1
作
品
目
は
、

針
尾
公
園
か
ら
日
本
有
数
の
ブ
リ

の
産
地
で
あ
る
薄
井
漁
港
周
辺
を

写
し
、
養
殖
場
や
そ
こ
に
忙
し
く

働
く
漁
船
、
そ
の
先
に
は
天
草
の

島
々
が
見
え
、
色
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
が
評
価
さ
れ
た
瀬
涯
憲
市
さ
ん

（
出
水
市
）
の
「
日
本
一
ブ
リ
の
生

産
地
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
作
品
目
は
、
昨
年
の
秋
開
催

さ
れ
た
第
14
回
な
が
し
ま
造
形
美

術
展
会
場
に
展
示
し
て
あ
る
造
形

物
を
写
し
、
黒
じ
ょ
か
と
後
ろ
で

酒
を
飲
む
人
形
の
構
図
が
お
も
し

ろ
い
と
評
価
さ
れ
た
久
永
荘
六
さ

ん
（
さ
つ
ま
町
）
の
「
中
身
は
島

美
人
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
入
賞
し
た
17
作
品
に

は
、
長
島
な
ら
で
は
の
海
や
橋
に

風
車
、
ツ
ル
の
北
帰
行
や
夕
日
、

産
業
な
ど
身
近
に
あ
る
素
材
を
生

か
し
た
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
入
賞
し
た
20
作
品
は
、
今

後
町
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
展

示
す
る
計
画
で
す
。

［準グランプリ］
日本一ブリの生産地　瀬涯　憲市（出水市） ［準グランプリ］

中味は島美人　久永　荘六（さつま町）

NAGASHIMA  Photo Contest5 広 報 な が し ま



【入選】
Ｇｒａｎｄｅｕｒ
　森山　誠太（阿久根市）

【入選】
ときめきの朝
　大社　正照（鹿児島市）

【入選】
収穫の時
　酒匂　博文（鹿児島市）

【入選】
総動員
　東穂　礼正（鹿児島市）

NAGASHIMA  Photo Contest

NAGASHIMA  Photo Contest
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【入選】
黄金
　大山　司朗（さつま町）

【入選】
小さなライダー
　長　秀子（鹿児島市）

【入選】
巨大風車を越える鶴
　高瀬　重信（福岡県大野城市）

【入選】
わが故郷
　脇田　桂子（鹿児島市）

【入選】
ブリのつかみ取り
　小川　重成（出水市）

NAGASHIMA  Photo Contest

NAGASHIMA  Photo Contest7 広 報 な が し ま



【入選】
御八日おどり
　木元　邦義（鹿児島市）

【入選】
鼓童の響き
　平川　博美（肝付町）

【入選】
自然エネルギーのまち
　丁　　政彦（出水市）

【入選】
祭りの日
　松元　涼子（鹿児島市）

NAGASHIMA  Photo Contest

NAGASHIMA
  Photo Contest
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【入選】
船のパレード
　福永　啓子（出水市）

【入選】
釣人
　小幡　順一（鹿児島市）

【入選】
獅子島へおいでよ
　長　　勝幸（鹿児島市）

【入選】
カヌーとのふれあい
　髙吉　宣良（鹿児島市）

NAGASHIMA  Photo Contest

NAGASHIMA
  Photo Contest
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自ら企画し
二十歳の門出を祝う

鷹巣中学校、川床中学校、獅子島中学校の卒業生

長島中学校、平尾中学校の卒業生
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１
月
４
日
、
長
島
町
の
新
成
人

１
３
２
人
を
対
象
に
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

に
は
晴
れ
着
姿
に
身
を
包
ん
だ

１
１
２
人
が
集
い
、
久
し
ぶ
り
に

会
う
旧
友
を
見
つ
け
て
は
歓
喜
の

声
を
あ
げ
る
新
成
人
た
ち
の
笑
顔

で
明
る
い
雰
囲
気
に
満
ち
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
成
人
式
は
、
今
年
二
十
歳

に
な
る
対
象
者
ら
が
平
成
24
年
長

島
町
成
人
式
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
式
典
の
中
身
や
当
日
の
進

行
も
自
ら
で
行
う
な
ど
、
手
づ
く

り
の
式
典
と
な
り
、
温
も
り
の
あ

る
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
、川
添
健
町
長
か
ら「
こ

の
素
晴
ら
し
い
長
島
で
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
へ
の
誇
り
や
喜
び
を

心
に
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。
長

島
人
と
し
て
、
大
い
に
世
界
で
活

躍
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
贈
り

ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
門
元
真
美

さ
ん
（
蔵
之
元
）
が
「
一
人
の
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
重

ん
じ
、
後
に
続
く
人
た
ち
に
恥
じ

な
い
暮
ら
し
を
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
野
澤
祐
也
さ
ん
（
火

ノ
浦
）
と
宮
崎
凛
子
さ
ん
（
塩
追
）

が
代
表
で
町
民
憲
章
を
読
み
上
げ

た
ほ
か
、
川
添
町
長
か
ら
新
成
人

の
久
保
卓
磨
さ
ん
（
川
床
下
）
へ
、

新
成
人
の
吉
武
舞
子
さ
ん
（
茅

屋
）
か
ら
中
橋
教
育
長
へ
記
念
品

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
お
祝
い
の
行
事

で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ

か
ね
園
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
、
各

中
学
校
の
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
が

上
映
さ
れ
、
二
十
歳
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

　

会
場
の
ロ
ビ
ー
は
、
友
人
や
家

族
が
大
勢
待
ち
受
け
、
記
念
写
真

や
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
大
に
ぎ

わ
い
で
し
た
。
参
加
し
た
新
成
人

の
一
人
は
「
面
影
が
あ
り
、
久
し

ぶ
り
に
会
え
て
懐
か
し
か
っ
た
。

こ
の
後
の
同
窓
会
が
楽
し
み
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

「誓いのことば」を述べる門元真美さん新成人の吉武舞子さんから
中橋教育長へ記念品贈呈

「町民憲章」を朗読する
野澤祐也さんと宮崎凛子さん

川添町長から新成人の
久保卓磨さんへ記念品贈呈

大勢の新成人で混雑する会場ロビー

旧友との会話やたくさんの記念撮影が行
われた会場内

式典に参加した新成人ら
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i n f o r m a t i o n

最
多
の
１
４
６
０
人
が

長
島
路
の
景
色
を
堪
能

「
２
０
１
２
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」

　
「
２
０
１
２
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー

ク
」
が
１
月
28
日
、
長
島
町
文
化

ホ
ー
ル
を
発
着
点
と
す
る
、「
古

墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
と
「
す
い
せ

ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
、
最
多
の
約
１
４
６

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
「
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー

ス
」
の
６
㌔
で
は
、
国
道
３
８
９

号
を
蔵
之
元
方
面
へ
北
上
し
、
小

浜
古
墳
群
や
小
浜
海
水
浴
場
を
巡

り
、
長
島
海
峡
や
天
草
諸
島
な
ど

の
雄
大
な
景
色
を
望
み
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

12
㌔
の
「
す
い
せ
ん
め
ぐ
り

コ
ー
ス
」
で
は
、
国
道
３
８
９
号

を
唐
隈
方
面
へ
南
下
し
、
長
崎
鼻

灯
台
公
園
で
折
り
返
す
コ
ー
ス
で

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
沿

道
に
は
こ
の
日
に
あ
わ
せ
た
よ
う

に
町
花
の
す
い
せ
ん
が
咲
き
誇

り
、
参
加
者
た
ち
を
歓
迎
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　

折
り
返
し
地
点
の
長
崎
鼻
灯
台

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
準
備
し

た
ふ
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
お
茶
が

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
灯
台
の
回

り
を
一
周
で
き
る
遊
歩
道
や
ベ
ン

チ
で
、
壮
大
な
東
シ
ナ
海
を
前
に

参
加
者
は
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
㌔
コ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
で
折
り

返
し
地
点
に
到
着
し
た
本
町
鷹
巣

の
小
崎
諒
く
ん
（
鷹
巣
小
6
年
）

と
同
町
浦
底
の
西
﨑
尋
斗
く
ん

（
鷹
巣
小
５
年
）
は
「
歩
い
た
り

走
っ
た
り
し
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
す
ご
く
楽
し
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。　

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
発
着
地
点
の
会

場
で
ふ
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
と
ん

汁
な
ど
が
準
備
さ
れ
、
参
加
者
は

心
温
ま
る
お
も
て
な
し
に
満
足
の

様
子
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
タ
イ
な
ど
長
島
の
特
産

品
が
全
員
に
当
た
る
抽
選
会
も
あ

り
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

長蛇の行列で歩く参加者ら（城川内集落内）

咲き誇る沿道のすいせん

12 ㌔コースの折り返し地点（長
崎鼻灯台公園付近）

12 ㌔コースの折り返し地点で、ふかしじゃ
がいもと温かいお茶で一服する参加者ら

長島の特産品が当たる抽選会
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総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理 し尿処理費 公債費 その他

864 円 670 円 3,767 円 863 円 1,569 円 5,770 円 40 円

決算の状況を公表します
北薩広域行政事務組合

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

の
、
平
成
23
年
第
２
回
定
例
会
に
お

い
て
、
平
成
22
年
度
の
当
組
合
歳
入

歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
（
収
入
）
に
つ
い
て
は
、

12
億
６
８
３
８
万
３
千
円
で
、
歳
入

の
主
な
も
の
は
各
市
町
か
ら
の
負
担

金
、
地
方
交
付
税
及
び
使
用
料
な
ど

で
す
。

　

歳
出
（
支
出
）
に
つ
い
て
は
、

12
億
３
０
７
１
万
２
千
円
で
、
歳
出

の
主
な
も
の
は
、じ
ん
か
い
（
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
）
処
理
、
し
尿
処
理
す

る
た
め
の
経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組

合
の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債

費
、
介
護
保
険
の
認
定
審
査
業
務
の

経
費
で
あ
る
民
生
費
、
圏
域
（
２
市

１
町
）
の
振
興
整
備
の
事
業
推
進
に

使
わ
れ
る
振
興
整
備
事
業
費
、
議
会

費
お
よ
び
総
務
費
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
23
年
度
補

正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

も
可
決
さ
れ
、
平
成
23
年
度
予

算
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
千
２
１
０
万
２
千
円
を
減
額
し
、

12
億
９
４
８
４
万
３
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
、補
正
の
主
な
理
由
は
、

入
札
執
行
残
の
減
額
な
ど
決
算
見
込

み
に
よ
る
調
整
で
す
。

平成 22 年度決算状況

　　（歳入）　　　　　（歳出）　　　（次年度へ繰越）
1,268,383,000 円－ 1,230,712,000 円＝ 37,671,000 円

出水地区の住民１人当たりに使われた金額 13,543 円（人口 90,876 人　平成 23 年 9 月末現在）

歳入
12 億 6838 万３千円

８億 6908 万４千円
68.5％

３億 210 万７千円
23.8％

4215 万 6 千円
3.3％

繰越金

300 万
0.2％

財産収入
2340 万８千円

1.9％

使用料及び手数料

2862 万８千円
2.3％

諸収入

地方交付税

分担金及び負担金

衛生費
５億 6332 万３千円

45.8％

振興整備事業費
299 万３千円

0.2％

公債費
5 億 2436 万７千円

42.6％

民生費
6085 万

4.9％

総務費
7848 万３千円

6.4％

議会費
69 万６千円

0.06％

歳出
12 億 3071 万２千円
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１
月

４
日　
　
　

仕
事
初
め
式（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

辞
令
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

長
島
町
成
人
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

５
日　
　
　

百
歳
お
祝
い
（
桃
源
郷
）

６
日　
　
　

県
庁
等
へ
新
年
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
鹿
児
島
市
ほ
か
）

８
日　
　
　

長
島
町
消
防
出
初
式（
町
鷹
巣
運
動
場
）

11
日　
　
　

町
総
合
振
興
計
画
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

12
～
13
日　

早
春
バ
レ
イ
シ
ョ
販
売
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

東
京
都)

19
日　
　
　

長
島
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

20
日　
　
　

長
島
町
議
会
臨
時
会
（
長
島
町
役
場
）

22
日　
　
　

馬
込
自
治
公
民
館
落
成
祝
賀
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
馬
込
集
落
）

24
日　
　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
運
営

　
　
　
　
　

委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

25
日　
　
　

川
床
老
人
ク
ラ
ブ
定
例
会
で
の
講
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
太
陽
の
里
）

　
　
　
　
　

県
町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

26
～
27
日　

全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
東
京
都
）

　
　
　
　
　

国
へ
の
要
望
活
動
（
東
京
都
）

28
日　
　
　

鹿
児
島
出
水
会
（
鹿
児
島
市
）

30
日　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「H

ow
 to 

21 Club

」　

　
　
　
　
　

に
よ
る
桜
贈
呈
式
（
長
島
町
役
場
）

31
日　
　
　

子
宝
お
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
研
修
終
了
式

    　
　
　
　
　
　
　
　

   （
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

◎植え付け
◆日の当たる場所で育てると生育がよく、花つき
もよくなります。
◆室内の温かい場所で育てることは逆に株を弱ら
せるので簡単な霜よけをし、５℃程度を目安に管
理します。
◆土は、水はけがよく有機質に富んだ土を使用し
ます（赤玉土５：腐葉土２：川砂２が理想です）。
◎日常の管理	 	
◆花後の花がらはこまめに摘み取り、種を作らな
いようにします。また黄色に変色した葉は取り除
きます。
◎水遣り	 	
◆土の表面が白っぽく乾いてからたっぷりと水を
与えます。
※水のやりすぎは根ぐされの原因となります。

　今月号は「ダイアンサス」の「花の栽培管理方法」
などをお知らせします。
　ダイアンサスの別名は、ナデシコといいます。高
湿多湿に弱く、乾燥気味に管理するのがコツです。

日照条件 日向 土壌湿度 乾燥・適湿 耐寒性 耐寒性あり

◎施肥	 	
◆ 1000 倍に薄めた液体肥料を週に１度施すか、
固形の化成肥料を月に１回施します。
◎殖やしかた
◆秋に種を蒔いて殖やします。
◆８～９月の上旬までに種をまいて、株を大きく
してから越冬させます。
◆発芽温度は 20℃前後です。
◆涼しくて風通しの良い場所で管理します。
◆「立ち枯れ病」にかかりやすいので、種蒔き用
土は十分に消毒するか、市販されている無菌の種
蒔き専用土を使用します。
◎病害虫対策	 	
◆アブラムシ、ヨトウムシの防除と駆除が必要で
す。	

　　　　　　　　◎問い合わせ先
　　　　　　　　　長島町教育委員会社会教育課
　　　　　　　　　☎（86）1111［内線 2231］　

ダイアンサスの花

花の栽培管理（ダイアンサス編）
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と
う
さ
ん
は
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル		

作

来
年
は
年
男
ぞ
と
煤
払
ふ
　
　
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

白
無
垢
の
歩
幅
に
あ
は
す
冬
晴
間
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

何
も
せ
で
せ
め
て
一
句
や
年
用
意　
　
　
　

竹
内　
　

功

冬
晴
れ
に
演
歌
が
走
る
漁
売
り　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

母
を
看み

て
父
を
送
り
し
冬
銀
河　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

鶏
飼
う
を
一
日
専
念
冬
日
向　
　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

せ
は
し
さ
も
師
走
の
声
を
聞
け
ば
な
ほ　
　

迫
口　

君
代

拓
一
に
迷
ひ
し
指
の
菜
を
間
引
く　
　
　
　

筑
前　

初
一

北
風
の
誘
い
ざ
な
ふ
街
や
赤
ち
ょ
う
ち
ん　
　
　
　

関　

佳
代
美

仰
ぎ
見
る
空
に
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
が
映
え
る　

中
橋　

藤
七

　お母さんではなく、お父さん
が子育てをする魚の絵本です。

お
り
が
み
　

あ
や
と
り
　
こ
ど
も
の
あ
そ
び

小
林		

一
夫		

監
修

　子どもも大人も楽しめる折
り紙。古くから伝わるあやと
りなど、イラストを入れて分
かりやすく紹介しています。

水
平
線
に
落
ち
ゆ
く
夕
陽
た
っ
ぷ
り
と
天
草
灘
は
茜
に
染

ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

わ
が
爪
を
切
り
つ
つ
思
ふ
亡
き
義は

は母
と
亡つ

ま夫
の
丸
爪
い
た

く
な
つ
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

木
枯
し
に
枯
葉
舞
ひ
来
て
よ
ち
よ
ち
と
歩
む
わ
が
足
掠か
す

め

て
ゆ
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

露
草
の
霜
枯
れ
の
間
あ
は
ひ
ぬ
き
出
で
て
水
仙
咲
け
り
冬
を
放
ち

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

白
梅
に
さ
き
が
け
て
咲
く
臘ろ
う
ば
い梅

の
清
し
き
香
り
食
卓
に
活

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

遅
れ
飛
ぶ
三
羽
の
鶴
は
ひ
た
す
ら
に
群
に
従
ひ
今
し
岡
越

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

宝
く
じ
買
ひ
求
め
た
り
一
枚
の
紙
に
暫
し
の
未
来
を
託
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

辰
年
の
元
旦
な
れ
ば
黄
金
の
鯉
は
水
面
に
跳
ね
上
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

枝
垂
れ
咲
く
紅
梅
の
露
は
陽
を
浴
び
て
ダ
イ
ヤ
の
如
く
光

り
て
落
ち
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

車
庫
に
生
ま
れ
育
ち
し
猫
の
親
子
出
で
冬
陽
の
庭
に
よ
り

そ
ひ
眠
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

大
海
に
真
向
ふ
阿
久
根
の
沿
岸
に
打
つ
白
波
の
う
ね
う
ね

続
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

人
気
な
き
瓦
礫
の
中
を
走
り
ゆ
く
放
た
れ
し
牛
の
行
方
い

ず
こ
ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

熱
の
た
め
農
を
休
み
て
臥
す
吾
子
よ
疎
お
ろ
そ
か
な
ら
ぬ
わ
れ
の

命
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

［
短
歌
］

夜
寝
床
数
ふ
と
ん
な
ど
寝
て
見
て
も
ふ
と
ん
落
て
る
ベ
ッ

ド
の
寝
床　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

公
園
の
一
面
彩
る
福
寿
草
眼
を
と
め
朝
日
に
き
ら
り
と
光

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子
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第
9
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
の

死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
17

年
4
月
1
日
か
ら
平
成
21
年
3
月

31
日
の
間
に
、
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
、
特
例
扶
助
費
、
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
か
た

（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
な
ど
）

が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
、
戦
没
者

の
三
親
等
内
親
族
の
中
の
、
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
に
は

支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
支
給
内
容

　

額
面
24
万
円

　

6
年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
限
＝
4
月
2
日
（
月
）

○
請
求
窓
口
＝
役
場
町
民
福
祉
課

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課
老
人
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
係
る

家
畜
の
所
有
者
の
定
期
報
告

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
改
正
に

よ
り
、
家
畜
の
所
有
者
は
、
毎
年
県

へ
の
家
畜
の
飼
養
状
況
な
ど
の
報
告

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
24

年
２
月
１
日
時
点
の
飼
養
頭
羽
数
や

飼
養
衛
生
管
理
状
況
を
報
告
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

全
て
の
家
畜
・
家
き
ん
（
鶏
な
ど
）

の
飼
養
者

○
報
告
期
限

　

・
牛
、
豚
、
馬
な
ど

　
　

４
月
15
日
（
日
）

　

・
家
き
ん
（
鶏
な
ど
）

　
　

６
月
15
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
１
８
４

「
に
せ
税
理
士
」
に
ご
注
意

　
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
決
算
書
や
申
告
書
な

ど
の
税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
依

頼
す
る
場
合
は
、
そ
の
人
が
正
規

の
税
理
士
で
あ
る
か
確
認
し
て
か

ら
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。
税
理
士
の

資
格
の
な
い
人
（
い
わ
ゆ
る
「
に

せ
税
理
士
」）
が
、
税
務
代
理
や

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
を

す
る
こ
と
は
税
理
士
法
で
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
に
せ

税
理
士
」
は
、
法
律
に
違
反
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
税
務
署
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
や
調
査
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
も
、
あ
な
た
に
代
わ

っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
な

ど
、
結
果
的
に
あ
な
た
自
身
が
大

き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り

の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　
☎
（
62
）
０
２
０
０

個
人
住
民
税
の
扶
養
控
除
が

変
更

　

平
成
24
年
度
か
ら
個
人
住
民
税

の
扶
養
控
除
が
変
わ
り
ま
す
。

○
扶
養
控
除

　

個
人
住
民
税
に
お
い
て
、
納
税

者
に
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
に
、

納
税
者
の
所
得
金
額
か
ら
一
定
の

所
得
控
除
を
行
う
も
の
で
す
。

○
見
直
し
の
内
容

　

・
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
係

　

る
扶
養
控
除
（
33
万
円
）
が
廃

　

止
さ
れ
ま
す
。

　

・
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
特
定

　

扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
の

　

上
乗
せ
部
分
（
12
万
円
）
が
廃

　

止
さ
れ
、
扶
養
控
除
額
が
33
万

　

円
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
更

新
・
失
効
講
習
　

　
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
の
更
新
、

失
効
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
会
場

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
期
日
＝
３
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
2
時
30
分

○
対
象

　

有
効
期
限
が
1
年
２
カ
月
以
内

に
切
れ
る
免
許
証
お
よ
び
失
効
し

て
い
る
免
許
証

○
必
要
書
類

　

操
縦
免
許
証
、
認
印
、
料
金

　

※
住
所
の
記
載
の
な
い
「
海
技

　

免
状
」
を
お
持
ち
の
か
た
、
住

　

所
記
載
の
あ
る
「
操
縦
免
許
証
」

　

を
お
持
ち
の
か
た
で
、
記
載
事

　

項
に
変
更
の
あ
る
場
合
は
、
住

　

民
票
（
本
籍
記
載
）
が
必
要
で
す
。

　

写
真
は
当
日
撮
影
し
ま
す
。

○
料
金
＝
更
新
９
０
０
０
円

　
　
　
　

失
効
１
万
５
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
入
枝
海
事
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
８
１
）
７
７
５
３

21
世
紀
の
が
ん
治
療
「
粒
子

線
治
療
」

　

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
指
宿
（
指
宿

市
）
の
「
が
ん
粒
子
線
治
療
研
究
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セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
２
０
１
１
年

4
月
の
本
格
稼
動
か
ら
２
０
０
人

を
越
え
る
患
者
さ
ん
の
粒
子
線
治

療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
粒
子
線

治
療
は
、
が
ん
病
巣
に
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
に
照
射
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

副
作
用
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
治
療
中
は
、

熱
や
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い

た
め
、
高
齢
者
に
も
優
し
い
治
療

法
で
す
。
ま
た
、
が
ん
治
療
を
行

う
施
設
と
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を
融
合

し
た
「
医
療
リ
ゾ
ー
ト
」
で
の
治

療
は
、
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、
仕
事

を
し
な
が
ら
通
院
で
治
療
を
受
け

る
か
た
、
ご
家
族
と
と
も
に
滞
在

し
な
が
ら
治
療
を
受
け
る
か
た
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学
研
究
財
団

　

が
ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
３
（
23
）
５
１
８
８

北
薩
横
断
道
路
「
薩
摩
道
路
」

が
開
通

　

２
月
14
日
に
、
北
薩
横
断
道
路

の
う
ち
薩
摩
道
路
（
さ
つ
ま
観
音

滝
Ｉ
Ｃ
～
さ
つ
ま
広
橋
Ｉ
Ｃ
）
間

約
2.5
㎞
を
供
用
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
北
薩
地
域
と
鹿
児

島
空
港
と
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
北
薩
地
域

の
産
業
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.kagoshim

a.
jp/ah04/20111228.htm

l

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
道
路
建
設
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
５
３
６

　出水駅蔵之元港間シャトルバス利用促進協議会では、利用する皆さ
んが呼びやすく親しみやすいシャトルバスになるような " 愛称” を募
集します。
○応募内容＝バスの愛称と愛称についてのコメント
○応募期限＝２月 15 日（水）
○応募方法　
　住所、氏名、年齢、電話番号を記入。はがき（当日消印有効）、Ｆ
ＡＸまたはメールでお申し込みください。なお、１人で何点でも応募
できますが、はがき１枚で１点の申し込みとなります。
○選考方法　
　同協議会で審査を行い、最優秀賞には記念品を贈呈します。
　（※採用された愛称の知的所有権や著作権は、同協議会に帰属しま
　す。なお、応募者の氏名・住所などの個人情報は、愛称募集以外に
　は使用しません。）
　　　　　　　　　◎応募先　　
　　　　　　　　　　〒 863-0048　熊本県天草市中村町 10 番 8-2 号
　　　　　　　　　　天草市庁舎別館　商工観光課内
　　　　　　　　　　出水駅蔵之元港間シャトルバス
　　　　　　　　　　利用促進協議会事務局
　　　　　　　　　　［FAX］0969-23-1111（内線 2556）　
　　　　　　　　　　［E-mail］kankou-a@city.amakusa.lg.jp

シャトルバスの
" 愛称 " を募集します 必

ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

　
鹿
児
島
県
の
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
最
低
賃
金
は
、臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含

む
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
額

を
労
働
者
に
周
知
し
、
そ
の
金
額

以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

○
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　

７
１
６
円
［
12
月
18
日
改
正
］

○
百
貨
店
・
総
合
ス
ー
パ
ー

　

６
７
６
円
［
12
月
28
日
改
正
］

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路･

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業

　

６
９
６
円
［
12
月
25
日
改
正
］

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局

　
☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８
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域の拠点がお披露目地 新たな馬込研修集会施設が落成

　１月 22 日、町道山門野汐見線の道路改良で移
転となった馬込自治公民館（濵田重則館長）の研
修集会施設の落成式が行われました。
　この日は集落住民が集まり、町や工事関係者
約 80 人が訪れたほか、汐見小学校（竹内功校長）
の児童による伝統の「たる太鼓」や集落の女性ら
による踊りなどでお祝いしました。濵田館長は「長
島東西を結ぶ道路改良のおかげで馬込集落の活性
化になった。今後は新しい施設を最大限に生かし、
外からのお客を招けるようなイベントも計画した
い」と話し、施設の落成を喜びました。↑表彰後の飯尾さん ( 下段中央 ) と本町のスポーツ推進委員

退治！無病息災を祈る
町内各地で鬼火たき鬼

   １月７日、本町の各地区で鬼火たきがありま
した。この鬼火たきは、年男・年女と厄年の男
女が火をつけ、竹が勢いよくはじける音で、厄
や災難、病気の " 鬼 " を退治するといわれてい
ます。
　この日、幣串集落でも毎年恒例の鬼火たきが
行われ、子どもから高齢者まで大勢集まりまし
た。 やぐらにお神酒がささげられた後、火が
付けられ、勢い良く燃え始めると「パン、パン」
と竹のはじける音が集落中に響きわたっていま
した。集まった住民らは、燃え上がる炎を見つ
め「今年は、大きな災難に襲われないように」
などと思い思いに願いを込めていました。火が
落ち着くと、一人一人細い竹の棒にもちを刺し
て火にあぶり、焼けたもちを食べ一年の健康を
祈っていました。

↑細い竹にもちを刺し、火にあぶる集落のかたがた

ポーツ推進委員功労者を表彰ス 九州地区スポーツ推進委員研究大会

　九州各市町村のスポーツ推進委員（体育指導員
から変更）が集まる九州地区スポーツ推進委員研
究大会が１月 21 日、福岡市の国際会議場で開催
され、城川内の飯尾明彦さんが表彰されました。
　飯尾さんは、平成４年度から現在まで 20 年間
地域における社会体育の推進者として携わってき
ました。この日は、スポーツの普及や活動に積極
的に参加し、地域の活性化に大きく貢献したこと
が認められました。飯尾さんは「今後も町や町民
の体力向上のため力になりたい」と抱負を語りま
した。

落成式で「たる太鼓」を演奏する汐見小学校の児童ら↓
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ばやい手さばきで勝負
郷土かるた取り大会

　1 月 21 日、長島町開発総合センター大ホールで、「第
２回長島郷土かるた取り大会」が開催され、町内の小・
中学校の児童・生徒 177 人が参加しました。
　この大会は、長島郷土にちなんだかるたが使用され、
ながしまの文化財、産業、自然を知ることにより、ふ
るさと長島に郷土愛を持ってもらおうと企画されまし
た。競技方法は、小学１年生から３年生の部の散らし
取りと、小学４年生から６年生、中学生は源平合戦の
トーナメント方式で戦いました。会場内で句が詠み始
められると、子どもたちは一斉に目当ての札を真剣な
まなざしで探し、ビシッと素早く取っていました。
　試合の結果は下記のとおりです。
○個人戦 : 小学校低学年 [ 優勝 ] 谷村めぐみ、[2 位 ]
倉津美咲音、[3 位 ] 平薮聡汰
○個人戦 : 小学校高学年 [ 優勝 ] 町田知有、[2 位 ] 池
上未紗、[3 位 ] 山﨑舞奈
○個人戦 : 中学生 [ 優勝 ] 入口逸美、[2 位 ] 冨永海太、[3
位 ] 柴田翼
○団体戦 : 小学校の部 [ 優勝 ] 川床小学校Ｂ、[2 位 ]
田尻小学校Ａ、[3 位 ] 本浦小学校Ｂ
○団体戦 : 中学校の部 [ 優勝 ] 鷹巣中学校Ｄ、[2 位 ]
川床中学校、[3 位 ] 鷹巣中学校Ｂ

す

本と違うクリスマス体験日
英会話教室の
クリスマスパーティー

↑サンタクロース
に装った講師らと
一緒に遊ぶ児童ら

←クリスマスムー
ドいっぱいの会場

　長島町英会話教室は 12 月 22 日、ク
リスマスパーティーを長島町開発総合セ
ンターで開催しました。
　この日は、同教室の児童 180 人が参加。
子どもたちに日ごろの英会話の授業だけ
にとどまらず、日本でもビッグイベント
として数えられるクリスマスで、海外と
日本の過ごしかたの違いなどを感じても
らおうと、場内の飾り付けやプログラム
に趣向を凝らしました。
　クリスマスムードいっぱいの会場で待
ち受けていたのはサンタクロースやトナ
カイなどに装った関係者。パーティーが
始まると、参加者らと一緒にゲームやダ
ンスなどして楽しみました。参加した児
童らは、今回のクリスマスパーティーで
ちょっと日本と違う異文化に触れ、思い
出に残る楽しい一日となりました。

←小学校１年
生から３年生
の部の散らし
取り

小学４年生か
ら６年生、中
学生の部の源
平合戦↓
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（　）内は前月比

11,488(  -15)
  5,535(    -6)
  5,953(    -9)
  4,404(    -4)

平成 24年 1月 31 日現在

　

本
町
で
、
３
月
31
日
か
ら
５
月
６

日
の
期
間
で
開
催
さ
れ
る
「
第
２
回

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
ま
で
2

カ
月
を
切
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
第
1
回
目
の
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
で
好
評
だ
っ
た
体
験
教
室

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
準

備
の
都
合
上
、
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
な
教
室
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
内
容
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
期
間
中
は
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

後
日
町
民
の
皆
さ
ま
に
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
］

　

○
期
日　

４
月
１
日
（
日
）

　

○
対
象　

60
人

　
　
　
　
　
（
午
前
・
午
後
の
２
回
）

　

○
内
容　

生
花
の
ア
レ
ン
ジ
体
験

　

○
募
集
期
間

　
　

３
月
12
日
～
３
月
23
日

　

○
参
加
費　

１
０
０
０
円

［
寄
せ
植
え
教
室
］

　

○
期
日　

４
月
15
日
（
日
）

　

○
対
象　

60
人

　
　
　
　
　
（
午
前
・
午
後
の
２
回
）

　

○
内
容　

寄
せ
植
え
体
験

　

○
募
集
期
間

　
　

３
月
26
日
～
４
月
６
日

　

○
参
加
費　

１
０
０
０
円

［
押
し
花
教
室
］

　

○
期
日　

４
月
22
日
（
日
）

　

○
対
象　

40
人

　
　
　
　
　
（
午
前
・
午
後
の
２
回
）

　

○
内
容　

押
し
花
作
品
作
り
体
験

　

○
募
集
期
間

　
　

4
月
２
日
～
4
月
13
日

　

○
参
加
費　

１
０
０
０
円

［
柴
さ
と
み
苔
玉
づ
く
り
教
室
］

　

○
期
日　

４
月
29
日
（
日
）

　

○
対
象　

60
人

　
　
　
　
　
（
午
前
・
午
後
の
２
回
）

　

○
内
容　

苔
玉
づ
く
り
体
験

　

○
募
集
期
間

　
　

４
月
９
日
～
４
月
20
日

　

○
参
加
費　

１
０
０
０
円

　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　
　
　
［
内
線
１
２
６
８
］

イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー
「は な ち ゃ ん」

2012	
人事異動

　１月１日付けで、町職員の人事異動があり
ましたのでお知らせします。（　）は旧職

【課長級】
景観推進課長
　　（景観推進課長補佐兼管理係長）　兒玉　修二
総合管理課長　　　　（長生園園長）　前　　香二
議会事務局長
　　（農林課長補佐兼農村振興係長）　福山　眞人
景観推進課参事　　（景観推進課長）　山下　幸雄
総合管理課参事　　（総合管理課長）　浜田　幹男

【課長補佐級】
長生園園長
　　（水道課長補佐兼管理第一係長）　畠中　陽一
景観推進課主幹兼管理係長兼建設第二係長
　（景観推進課主幹兼建設第二係長）　濵﨑　知明
農林課主幹兼管理係長兼農村振興係長
　　　　　（農林課主幹兼管理係長）　小島　博文
水道課主幹兼管理係長
　　　（水道課主幹兼管理第二係長）　湯田　雄介
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

※
今
月
号
の
「
う
ぶ
声
」、「
お
く
や
み
」

の
欄
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
12
月
27
日
受

付
以
降
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
今
年
も
１
月
か
ら
本
町
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。「
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー

ク
」
や
「
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
」
が

開
催
さ
れ
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
町
外
か
ら
大
勢
の
「
長
島

フ
ァ
ン
」
が
訪
れ
ま
し
た
。
取
材

す
る
と
「
沿
道
は
花
壇
で
整
備
さ

れ
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
元
気
な
長

島
が
大
好
き
で
す
」
と
参
加
者
か

ら
た
く
さ
ん
褒
め
ら
れ
、
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。
３
月
31
日
か
ら

第
2
回
と
な
る
長
島
花
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
長
島
な
り
の

お
も
て
な
し
を
準
備
し
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

  ２/２６ ２ ３

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８  ２９ ３０ ３１

  ２/２７   ２/２８   ２/２９ １

２０１２3
◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

○平尾診療所 88-2595
○三慶医院 63-2333
○阿久根眼科 72-0040
○平田整形外科クリニック 62-8801
○橋口歯科医院 73-0508
□タカラ調剤薬局 62-8813
□ひまわり薬局 62-6070
□高松薬局 73-4002
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○飯尾医院 88-5040
○野田診療所 84-2023
○林胃腸科外科 73-3639
○おかだクリニック 63-7011
○田畑歯科医院 62-0888
□野田調剤薬局 84-2856
□阿久根薬局 72-1017
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

○長島クリニック88-6504
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○植村整形外科 72-1041
○林泌尿器科クリニック64-8800
○脇本病院 75-2121
○椎原歯科医院 67-4111
□メープル薬局 62-9292
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□会営薬局阿久根店 72-5060
□しおかぜ薬局　88-6011
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

　　　　　春分の日

○鷹巣診療所 86-0054
○さくら通りクリニック62-2311
○有村産婦人科・内科 73-4180
○友愛クリニック 64-2101
○村岡歯科医院 62-0601
□さくらんぼ薬局 68-7000
□めぐみ薬局 82-5551
□さかえまち薬局 72-0978
□長島調剤薬局 64-5555

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○平尾診療所 88-2595
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○上園医院 73-1055
○クリニック .なかむら 62-0241
○あくね歯科医院 72-0556
□いずみ調剤薬局 68-5822
□ふれあい薬局 63-3070
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■びん・有害（獅子島 )

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●３月 20日は春分の日です。
　春分の日は、「自然をたたえ、生物をいつくしむ」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


